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約
３
千
発
の
花
火
と
音
楽
が
夏
の

猪
苗
代
町
の
夜
空
を
彩
る
「
い
な
わ

し
ろ
花
火
大
会
」
は
８
月
13
日
、「
一

期
一
会
」
を
テ
ー
マ
に
町
運
動
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
や
観
光
協
会

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催

し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な

ど
を
目
的
と
し
て
２
０
１
１（
平
成

23
）年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

花
火
打
ち
上
げ
前
に
は
「
そ
れ
い

け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
や
ひ

で
よ
く
ん
ら
に
よ
る
ご
当
地
キ
ャ
ラ

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
を
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

今
か
ら
１
０
０
年
前
、
エ
ク
ア
ド

ル
に
渡
っ
た
野
口
英
世
博
士
の
黄
熱

病
研
究
な
ど
が
日
本
と
エ
ク
ア
ド
ル

の
友
好
の
礎
と
な
り
、
外
交
関
係
の

樹
立
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、ハ
イ
メ
・

バ
ル
ベ
リ
ス
駐
日
エ
ク
ア
ド
ル
大
使

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
エ
ク
ア
ド
ル

の「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
音
楽
シ
ョ
ー
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
尺
玉
や
ス
タ
ー

マ
イ
ン
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る

と
、
会
場
を
訪
れ
た
大
勢
の
観
客
か

ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
エ
ク
ア
ド
ル
パ
ー
ト
」

で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
音
楽
に
合
わ

せ
て
同
国
の
国
旗
に
ち
な
ん
だ
黄
色
、

青
、
赤
の
３
色
を
基
調
に
し
た
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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肩を組み友好を誓う前後町長とハイメ・バ
ルベリス駐日エクアドル大使（右）

いなわしろ花火大会
野口英世博士が結んだ友好の絆

猪苗代の夏の夜空を鮮やかに彩る

01_02_03_ 音楽に合わせて約３千発の
花火が打ち上げられ、猪苗代の夏の夜
空を鮮やかに彩った。県内外から約
１万７千人が観覧に訪れた　04_「ひ
でよくん」らご当地キャラによるじゃ
んけん大会　05_ 猪苗代ロータリーク
ラブや国際ロータリー第 2530 地区が
協力し、会場内にはエクアドルのドラ
イフルーツや民芸品などを販売する
ブースが設けられた

01

02

03

04

05

今月の表紙
３日間で延べ約 5200 人の観客が訪れたオハ
ラ☆ブレイク '18 夏。イベント最終日のメイ
ンステージ、演劇「深夜、誰の胸の中にも、
高速が走っている」より。（関連４ページ）

【撮影日】　８月５日
【撮影場所】　天神浜
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音
楽
と
文
化
の
祭
典

「
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
'18
夏
」
が

開
幕
　

　

今
年
で
４
回
目
の
開
催
と
な
る
カ
ル

チ
ャ
ー
ミ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
オ

ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
'18
夏
」
は
８
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
、
猪
苗
代
湖
畔
・

天
神
浜
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
」
は
、
音
楽
を

中
心
に
演
劇
、
美
術
、
映
画
、
小
説
、
食

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＝
表
現
者
に
よ
る
文
化
を

感
じ
な
が
ら
、
猪
苗
代
湖
畔
の
壮
大
な
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
音
楽
と
文
化

の
祭
典
で
す
。「
大
人
の
文
化
祭
」を
テ
ー

マ
に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
タ
イ
ト
ル
は
、
オ
ハ
ラ
＝
民

謡
会
津
磐
梯
山
に
登
場
す
る
「
小
原
庄
助

さ
ん
」、ブ
レ
イ
ク
＝
「
休
息
」
に
由
来
し
、

何
か
と
忙
し
い
現
代
に
お
い
て
、
気
ま
ま

に
生
き
た
小
原
庄
助
さ
ん
の
休
息
の
よ
う

な
平
和
な
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
３
日
間
で
過
去
最
高

と
な
る
延
べ
約
５
２
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。
来
場
者
は
、
地
元
産
の
食
材
を
使

用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
楽
し
ん
だ

り
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
し
て
、
磐
梯
山

を
望
む
美
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

オハラ☆ブレイク '18夏

音
楽
で
来
場
者
を
魅
了

　

音
楽
ス
テ
ー
ジ
に
は
多
方
面
で
活
躍
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
多
数
出
演
し
ま
し

た
。

　

初
日
、「
ラ
ブ
レ
イ
ク
ス
テ
ー
ジ
」
と

名
付
け
ら
れ
た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
、

演
歌
歌
手
の
神
野
美
伽
さ
ん
、
ギ
タ
リ
ス

ト
の
古
市
コ
ー
タ
ロ
ー
さ
ん
、
ド
ラ
マ
ー

の
ク
ハ
ラ
カ
ズ
ユ
キ
さ
ん
の
３
人
に
よ
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
が
登
場
し
、
イ
ベ

ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
３
人
は
３
年
前
の
オ

ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
出
演
を
き
っ
か
け
に
ユ

ニ
ッ
ト
を
結
成
。
演
歌
や
懐
か
し
の
歌
謡

曲
な
ど
を
力
強
く
演
奏
し
、
訪
れ
た
多
く

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
ロ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
奥
田
民
生
さ
ん
が
登

場
。
夕
日
で
真
っ
赤
に
染
ま
る
猪
苗
代
湖

と
磐
梯
山
を
背
景
に
、
奥
田
さ
ん
は
「
さ

す
ら
い
」
な
ど
名
曲
の
数
々
を
ギ
タ
ー
の

弾
き
語
り
で
披
露
し
、
観
客
は
大
き
な
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
以
降
も
日
本
を
代
表
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

４
日
に
は
、
加
山
雄
三
さ
ん
率
い
る
バ

ン
ド
・
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｓ
や
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
尾
崎
裕
哉

さ
ん
や
浅
井
健
一
さ
ん
ら
が
出
演
。
最
終

日
の
５
日
に
は
、
ト
ー
タ
ス
松
本
さ
ん
や

田
島
貴
男
さ
ん
、
東
京
ス
カ
パ
ラ
ダ
イ
ス

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
フ
ラ
ワ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

ズ
な
ど
豪
華
な
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今年で４回目の開催となった「オハラ☆ブレイク '18 夏」。
猪苗代湖畔・天神浜に音楽や演劇、美術、食などさまざまな文化が集結。
会場にはゆったりとした時間が流れる中、
来場者は多彩なプログラムを楽しみました。

神野美伽さん（Vo.）、古市コータローさん（Gu.）、クハラカズユキさん（Dr.）のスペシャルユニットによるステージ

01_ 名曲の数々をギター１本で熱
唱する田島貴男さん　02_ 色鮮や
かな装飾が施された会場。オハラ
☆ブレイクでは、キャンプを楽し
むこともできる　03_ 劇団「ペテ
カン」による演劇「猪苗代湖の話
2017- プとラとイとド -」。小説家
の伊坂幸太郎さんが原作を書き下
ろし、音楽を「The ピーズ」の大
木温之さんが担当した　04_ 将来
の夢や願い事を書いたたこを揚げ
る子どもたち

01 02

03 04

特
集
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多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

　　
「
地
域
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。
だ
か
ら

私
た
ち
は
、
メ
ン
バ
ー
の
所
属
な
ど
の
垣

根
を
越
え
た
活
動
を
始
め
た
ん
で
す
」
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
猪
苗
代
研
究
所
の
西
村
和
貴

理
事
長
は
話
し
ま
す
。

　

４
年
前
の
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
開
催
を

き
っ
か
け
に
町
内
の
青
年
団
体
が
団
結
。

青
年
会
議
所
、
町
商
工
会
青
年
部
、
Ｊ
Ａ

会
津
よ
つ
ば
青
年
連
盟
猪
苗
代
地
区
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
中
心
と
な
り
、
平
成
28
年
９

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
猪
苗
代
研
究
所（
い
な

ラ
ボ
）を
設
立
し
ま
し
た
。
オ
ハ
ラ
☆
ブ

レ
イ
ク
で
は
「
猪
苗
代
☆
食
堂
」
と
し
て

地
元
産
の
農
産
物
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
開
発
、
提
供
し
て
き
た
ほ
か
、
町
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
猪
苗
代
☆
食
堂
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
評
判
の
高
か
っ
た
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ

な
ど
に
加
え
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ

と
し
て
イ
ン
ド
カ
レ
ー
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
「
ワ
ウ
リ
カ
レ
ー
」
を
提
供
。
カ
レ
ー

に
地
元
産
夏
野
菜
の
素
揚
げ
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
し
、
ラ
イ
ス
は
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
で
あ

る
い
な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
を
使
用
す
る
な

ど
、
食
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

ま
し
た
。

　

猪
苗
代
☆
食
堂
の
隣
で
は
、
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
青
年
連
盟
猪
苗
代
地
区
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
丹
精
込
め
て
生
産
し
た
ト
マ
ト

や
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
新
鮮
な
野
菜

を
は
じ
め
、
米
や
花
、
果
物
が
販
売
さ
れ
、

来
場
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
多
く
が
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん

で
い
る
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
。
そ
の
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
の
中
で
も
特
に
人
気
を
集
め

て
い
る
の
が
「
極
上
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
」

で
す
。
今
、
世
界
的
に
も
注
目
が
集
ま
る

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ（
※
グ
ラ
マ
ラ
ス
と
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
を
合
わ
せ
た
造
語
）。
テ
ン
ト

の
設
営
や
料
理
な
ど
の
準
備
、
さ
ら
に
は

後
片
付
け
の
必
要
が
な
く
、
気
軽
に
ア
ウ

ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
極
上
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
は
、
福
島
県

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
か
ら
は
、
猪
苗
代
産
会
津
牛

の
ほ
か
、
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど

の
野
菜
を
提
供
。
調
理
を
担
当
し
た
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

＆ 

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ 

Ｉ

Ｎ
Ｃ
．の
松
浦
寛
大
さ
ん（
東
京
都
）は「
ど

れ
も
素
晴
ら
し
い
食
材
で
、
と
て
も
好
評

で
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
の
魅
力
の
一
つ
で

も
あ
る
野
外
美
術
展
。
今
回
は
、
美
術
展

示
を
町
内
の
は
じ
ま
り
の
美
術
館
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
。
中
川
和
寿
さ
ん
や
飯
野
哲
心

さ
ん
、
浅
見
俊
哉
さ
ん
ら
に
よ
る
作
品
が

森
の
中
の
空
間
を
色
鮮
や
か
に
飾
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
本
町
出
身
者
が
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
写
真
家
の
野
口
勝
広
さ

ん
は
「
福
島
の
花
」
シ
リ
ー
ズ
の
写
真
を

展
示
。
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

渡
辺
孝
行
さ
ん
が
似
顔
絵
ブ
ー
ス
を
展
開

し
た
ほ
か
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

ｍ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ
さ
ん
は
「
朝
ヨ
ガ
」
の
指
導

者
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

特集   オハラ☆ブレイク '18 夏

冷えたトマトや桃が並ぶ。手前は会津
伝統野菜の余

よ ま き

蒔キュウリ

「極上キャンプサイト」で提供された
猪苗代産会津牛の炭火焼き

猪苗代研究所メンバーらによる「猪苗代☆食堂」。食を通じて町の魅力を発信して
いる。新メニューの開発にも余念がない

Voice

オハラ☆ブレイクには以
前から参加してみたいと
思っていました。今回が
初めての来場です。さま
ざまな展示や出展があ
り、想像していたよりも
ずっと楽しいです。家族
で楽しめるイベントなの
で、また来年も参加した
いです。

今年で３回目の参加で
す。 素 晴 ら し い ロ ケ ー
ションの中で地元のおい
しい食事やお酒を楽しみ
ながら音楽を聞くことが
できる。まるで民謡の小
原庄助さんみたいです
ね。家に帰りたくなくな
るほど素敵なイベントで
す。

　私が所属する猪苗代青年会議所では
現在、インドとの交流事業を行ってい
ます。その一環として、いなわしろ天
のつぶを来場した人においしく食べて
もらうために猪苗代☆食堂でワルリカ
レーを提供しています。カレーの本
場インドの調理法を基本にしながら、
ルーに福島の桃を入れたり、夏野菜の
素揚げをトッピングしたりして一工夫
加えました。「お客様からは彩りも良
く、ボリュームもたっぷりでおいしい」
との声をいただきました。

　また、町内の養魚場で養殖している
魚を使い、ヤマメのから揚げとイワナ
の塩焼きなどを新メニューに加えまし
た。猪苗代で育ったおいしい川魚もぜ
ひ食べていただきたいです。
　地元の青年たちが立ち上げた猪苗代
研究所ですが、さまざまなつながりか
ら活動の輪が広がりつつあります。オ
ハラ☆ブレイクだけでなく、さらにつ
ながりを広げて活動の幅を広げること
で、町を盛り上げていきたいと思いま
す。 楠

くすのき

　恭
きょう

信
し ん

さん

猪苗代研究所副理事長

伊藤香奈さん（右・静岡県）
三浦桃さん（左・宮城県）

家族で参加した吉田伸さん
（右・郡山市）

来場者の声
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川
越
シ
ェ
フ

世
界
中
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
す

1981 年生まれ。本町小平潟出身。株式
会社ドローイングスタジオ・マネージメ
ント代表取締役社長兼代表アーティス
ト。東京デザイナー学院を卒業後、似顔
絵技法の一つである「カリカチュア」と
出会う。2012 年、国際カリカチュアリ
スト連盟のカリカチュア世界大会・一般
プロ部門で総合優勝。2014 年には、同
大会マスター部門を制する。各界の著名
人を描いた似顔絵は、テレビやラジオ番
組などでも紹介され、注目を集めている。
現在は、読売巨人軍などプロ野球球団の
公式グッズも手掛ける。

渡辺　孝行さん

特集   オハラ☆ブレイク '18 夏

―
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
を
描
き
始
め
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
が
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
い
う
言
葉

を
知
っ
た
の
は
、
東
京
に
あ
る
デ
ザ

イ
ン
の
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
た
と

き
で
す
。
専
門
学
校
卒
業
後
の
進
路

を
決
め
る
た
め
、
学
校
に
来
て
い
た

求
人
票
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る

会
社
の
求
人
票
の
中
に
「
カ
リ
カ

チ
ュ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
は
カ
リ
カ
チ
ュ

ア
の
こ
と
は
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
体
ど
ん
な
絵
を
描
く
ん
だ
ろ

う
と
思
い
、
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
に
つ
い

て
徹
底
的
に
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、

ド
イ
ツ
の
世
界
的
な
画
家
、
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
・
ク
ル
ー
ガ
ー
の
似
顔
絵
に

出
会
い
、深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
世
界
大
会

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
私
も
カ
リ
カ

チ
ュ
ア
に
挑
戦
し
た
い
と
決
心
し
、

こ
の
求
人
票
の
会
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
は
２
０
０
３
年

頃
か
ら
本
格
的
に
描
き
始
め
、
そ
の

後
独
立
し
、
世
界
大
会
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

―
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
魅
力
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
誰
が
見
て
も
「
あ
、
こ
の
人
の
絵

だ
」
と
一
目
で
分
か
る
の
が
カ
リ
カ

チ
ュ
ア
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。
描
く

人
物
の
特
徴
を
出
す
た
め
に
、
被
写

体
と
な
る
人
に
対
し
て
遠
慮
を
せ

ず
、
思
い
切
っ
て
描
く
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

―
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
の
感
想
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

と
に
か
く
来
場
し
て
い
る
人
た
ち

の
評
判
が
す
ご
く
良
い
で
す
ね
。
私

の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
人

た
ち
は
皆
口
々
に
「
ま
た
来
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
人
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
音

楽
は
も
ち
ろ
ん
、
美
術
や
映
画
な
ど

展
示
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
、
私
も
大
変
刺
激

を
受
け
て
い
ま
す
。
来
場
者
に
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
が
多
い
の
も
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
特
徴
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
の
お
か

げ
で
、
こ
う
し
て
地
元
・
猪
苗
代
に

戻
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
私
の
似
顔
絵
の
原
点
は
ふ
る

さ
と
猪
苗
代
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
が
続

く
限
り
、
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
オ
ハ
ラ
☆

ブ
レ
イ
ク
フ
ァ
ン
の
一
人
な
ん
で

す
。

Interview

「似顔絵の原点はふるさと猪苗代」

　
「
次
は
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
最
後
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
演
劇
で
す
が
、

そ
の
前
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
猪
苗
代
湖
畔
で
繰
り
広
げ
て

き
た
こ
の
芸
術
祭
を
い
つ
か
町
全
体

に
広
げ
、
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
よ

う
な
、
世
界
中
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い
で
す
」。
イ
ベ
ン
ト
最
終

日
、
メ
イ
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
「
ラ
ブ

レ
イ
ク
・
ス
テ
ー
ジ
」
の
最
後
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
前
に
、
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ

ク
実
行
委
員
長
の
菅
真
良
さ
ん（
上

新
町
出
身
）は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

ス
テ
ー
ジ
か
ら
話
し
ま
し
た
。

　

夕
闇
が
迫
る
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
演

劇
「
深
夜
、
誰
の
胸
の
中
に
も
、
高

速
が
走
っ
て
い
る
」
が
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
の

名
曲
「
深
夜
高
速
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、

脚
本
・
演
出
を
劇
団
□ロ

ジ

ッ

ク

字
ッ
ク
の
山

田
佳
奈
さ
ん
が
手
掛
け
、
音
楽
を
フ

ラ
ワ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー

が
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
演
奏
し
ま

し
た
。

　

演
劇
が
終
演
す
る
と
、
会
場
か
ら

は
割
れ
ん
ば
か
り
の
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
、
出
演
者
は
カ
ー
テ
ン
コ
ー

ル
で
答
え
ま
し
た
。

　

菅
さ
ん
は
終
演
後
「
オ
ハ
ラ
☆
ブ

レ
イ
ク
を
通
じ
て
、
地
元
の
人
た
ち

と
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
協
力
し
、
世
界
中
の
人

た
ち
が
う
ら
や
む
よ
う
な
特
別
な
場

所
を
作
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

Profile わたなべ・たかゆき

Takayuki   Watanabe

カリカチュア世界一アーティスト

似顔絵・カリカチュアの世界大会を二度制した渡辺孝行さんに
オハラ☆ブレイクの会場で聞きました。

　
自
画
像

▲
▲

※作品画像は渡辺孝行氏提供

01

02 03
01_ 演劇「深夜、誰の胸の中にも、高速が走っている」に出演するフラワーカンパニーズ、□字ックのメンバー
ら 02_ オープニングであいさつする菅真良さん　03_ 会場を彩る仙台在住の絵描き、中川和寿さんの作品。中
川さんは、ラブレイクステージのステージ装飾も担当した
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県大会出場選手紹介

北
会
津
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
本

町
の
２
チ
ー
ム
が
県
大
会
へ

　

第
41
回
県
消
防
操
法
大
会
は
８
月

26
日
、
福
島
市
の
県
消
防
学
校
で
開

か
れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
15
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
16
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
規
律
や

消
防
ポ
ン
プ
操
作
の
正
確
性
な
ど
を

競
い
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
８
月
５
日
に
町
水

防
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
17
回
県

消
防
協
会
北
会
津
地
方
消
防
操
法
大

会
で
優
勝
し
た
町
消
防
団
第
５
分
団

と
同
第
４
分
団
の
２
チ
ー
ム
が
出

場
。
両
チ
ー
ム
は
約
３
ケ
月
間
に
わ

た
る
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
堂
々

と
し
た
操
法
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
大
会
お
よ
び
北
会
津
地
方
大
会

の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
県
大
会
】

▽
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
　
①
伊
達
市

消
防
団
②
須
賀
川
市
消
防
団
③
新
地

町
消
防
団
⑦
猪
苗
代
町
消
防
団

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
　
①
郡
山

市
消
防
団
②
南
相
馬
市
消
防
団
③
富

岡
町
消
防
団
⑧
猪
苗
代
町
消
防
団

【
北
会
津
大
会
】

▽
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
　
①
猪
苗
代

町
消
防
団
②
会
津
若
松
市
消
防
団
③

磐
梯
町
消
防
団

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
　
①
猪
苗

代
町
消
防
団
②
会
津
若
松
市
消
防
団

③
磐
梯
町
消
防
団

消
防
団
員
の
熱
き
戦
い

第
41
回
県
消
防
操
法
大
会

【ポンプ車操法の部】
猪苗代町消防団第５分団

指揮者 １番員 ２番員 ３番員 ４番員 補助員

【小型ポンプ操法の部】
猪苗代町消防団第４分団

指揮者 １番員 ２番員 ３番員 補助員

五十嵐 史朗 遠藤 成一 中野 晃士郎 遠藤 義徳 榊原 靖之 高梨 宏和

土屋 勝彦 獅戸 昴太 村澤 賢也 佐藤 孝行 白岩 俊彦

▼県大会当日の様子を写真で紹介します。

県大会に出場した選手の皆さんを紹介します（敬称略）。
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　町外国語指導助手に着任したカールソン・ジェシカ・ケイトリ
ンさん（米国出身）への辞令交付式は８月１日、町役場で行われ、
前後公町長と宇南山忠明教育長がジェシカさんに辞令を交付しま
した。式では、前後町長が「子どもたちや地域の人たちと交流を
深めてください」とあいさつ。ジェシカさんは「猪苗代町は山や
湖など自然が豊かでとても美しいところです。早く皆さんと仲良
くなりたいです」と話しました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

皆さんの温かい支援を被災地へ

　平成 30 年７月豪雨により被害を受けられた地域の一日も早い
復旧・復興と被災された方の早期生活再建の一助となるよう、町
では、役場庁舎など町内の 11 施設に募金箱を設置したところ、
町民の皆さんから多くの支援が寄せられました。義援金の贈呈式
は８月９日、町役場で行われ、前後公町長が齋藤安雄日赤猪苗代
町分区幹事へ目録を手渡しました。寄せられた義援金 50,920 円
は、日本赤十字社を通じて被災された地域へ届けられます。

平成 30 年７月豪雨災害義援金贈呈式

齋藤日赤町分区幹事（右）に目録を手渡す前後町長

鉄人レースに 519 人が参加

　「第 20 回うつくしまトライアスロン in あいづ」は８月 26 日、
猪苗代湖天神浜をスタートし、会津若松市の会津大学でフィニッ
シュするコースで開かれました。大会には、全国から集まった「鉄
人たち」519 人が参加し、スイム 1.5㌔、バイク 40㌔、ラン 10
㌔の計 51.5㌔で争われ、猪苗代湖と磐梯山を望む会津路で鉄人
たちが熱いレースを繰り広げました。沿道には多くの人が応援に
駆け付け、選手に盛んな声援を送りました。

第 20 回うつくしまトライアスロン in あいづ

熱いレースを繰り広げる選手たち

白虎隊の剣舞を奉納する吾妻小の児童

東軍殉難者の御霊安らかに
戊辰 150 年　東軍殉難者慰霊祭

新たに外国語指導助手が着任
町外国語指導助手辞令交付式

前後町長から辞令を受けるジェシカさん（右）

　戊辰戦争の激戦地、母成峠の戦いで戦死した東軍殉難者の慰
霊祭は８月 21 日、東軍殉難者慰霊碑前で行われ、関係者約 130
人が参列しました。読経の後、母成弔霊義会の氏家利晃副会長が
祭文を読み上げ、大川原久夫副町長らが焼香し、冥福を祈りまし
た。また、吾妻小４年生 15 人が白虎隊の剣舞を奉納しました。
慰霊碑には、東軍として戦った会津藩と二本松藩、唐津藩ののぼ
りが掲げられました。

800 余柱の冥福を祈る

　町戦没者追悼式は 8 月９日、学びいなで行われ、町遺族連合
会会員ら約 130 人が参列し、第二次世界大戦で犠牲になった戦
没者 800 余柱の冥福を祈りました。式では、参列者全員で黙と
うを捧げた後、前後公町長が「尊い犠牲の上に築かれた現在の平
和と繁栄を維持し、安心して暮らせる社会づくりに全力を尽くし
ます」と式辞。小谷尚克県会津保健福祉事務所長、長沼一夫町議
会議長が追悼の辞を述べ、参列者が慰霊に献花しました。

町戦没者追悼式

恒久平和への祈りをささげ献花する前後町長

上戸浜の清掃活動を行う参加者

猪苗代湖岸一斉クリーンアップ作戦

　町が主催する「猪苗代湖岸一斉クリーンアップ作戦」は８月５
日、上戸浜で行われ、町内外から集まった 65 人が参加しました。
参加者は、湖岸に打ち上げられたごみを熊手などを使って丁寧に
拾い集めました。町地域おこし協力隊の遠藤孝行さんは「普段か
ら地元の人たちやボランティアの皆さんが清掃活動を行っている
ため、回収したごみのほとんどが自然由来のものでした。引き続
き猪苗代湖の環境保全に努めていきたいです」と話しました。

上戸浜で清掃活動

ごみを拾い町をきれいに
猪苗代スポーツ少年団が清掃活動

　猪苗代スポーツ少年団の児童と保護者ら約 100 人は８月 17
日、町内で清掃活動を行いました。同少年団では、保護者会の年
間行事の一つとして毎年清掃活動を行っています。
　参加者は２班に分かれて猪苗代小周辺や中央通商店街などを歩
き、歩道などに落ちたごみを丁寧に拾い集めました。６年生の鈴
木飛

と

翔
わ

さんは「たばこの吸い殻がたくさん落ちていました。みん
なで協力して町をきれいにしたいです」と話しました。

クワガタ対決に大きな声援
クワガタ最強王決定戦「Ｋ－１グランプリ」

　第５回クワガタ最強王決定戦「Ｋ－１グランプリ」は８月９、
10 の両日、猪苗代ハーブ園で開かれました。同園で開催してい
るクワガタのミニ昆虫展に合わせて企画されました。10 日に行
われた決勝戦では、トーナメントを勝ち抜いたギラファノコギリ
クワガタとアルケスツヤクワガタが対決。丸太のリングの上で力
強く争うクワガタの姿に、観客からは大きな声援が飛び交いまし
た。今年は、ギラファノコギリクワガタが最強王に輝きました。 クワガタの対決を見守る子どもたち

清掃活動を行う猪苗代スポ少の子どもたち
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にこにこ笑顔の来未ちゃん。渡部家には今日も子ど
もたちの笑い声が響き渡ります。

平成 28 年９月生まれ
～下舘　
諒さん・順子さんご夫妻の次女

渡部　来
く る み

未　ちゃん

大好きなママ、美玲ちゃん、琉生くんと一緒にハイ、チーズ！

笑顔でこんにちは

　

来
未
ち
ゃ
ん
は
、
３
歳
年

上
の
お
姉
さ
ん
の
美み

玲れ
い

ち
ゃ

ん
が
大
好
き
。
ま
る
で
鏡
の

よ
う
に
美
玲
ち
ゃ
ん
の
仕
草

を
真
似
し
て
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
す
る
ん
だ
と
か
。

マ
マ
の
順
子
さ
ん
は
「
寝
姿

ま
で
そ
っ
く
り
な
時
も
あ
る

ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
来

未
ち
ゃ
ん
は
、
美
玲
ち
ゃ
ん

が
家
に
い
る
時
は
ず
っ
と
一

緒
に
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
年
５
月
に
は
弟
の
琉る

生い

く
ん
が
誕
生
。
来
未
ち
ゃ
ん

は
琉
生
く
ん
が
泣
い
て
い
る

と
、
哺
乳
瓶
や
水
を
持
っ
て

き
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。「
少

し
お
姉
さ
ん
ら
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
」
と
順
子
さ
ん

は
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

パ
パ
の
諒
さ
ん
は
「
仕
事

も
遊
び
も
、
人
生
全
て
を
楽

し
め
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
来
未
ち
ゃ
ん
は
今

日
も
す
く
す
く
と
成
長
し
て

い
ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

和みいなで写真展開催

　

町
教
育
委
員
会
で
は
７
月

31
日
か
ら
８
月
26
日
ま
で
、

和
み
い
な
で「
昭
和
の
記
録
・

猪
苗
代
～
未
来
へ
つ
な
ぐ
写

真
展
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

が
迫
る
中
、
１
９
６
４
年
の

東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
た
昭

和
30
年
代
の
時
代
背
景
や
当

時
の
町
の
様
子
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

写
真
展
に
は
、
小
端
清
さ

ん（
新
町
）
が
撮
影
し
た
モ

ノ
ク
ロ
写
真
を
中
心
に
約
80

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
画
家
の
山
下
清
が

絵
画
制
作
の
た
め
に
町
内
に

滞
在
し
た
際
の
写
真
が
並
べ

ら
れ
た
ほ
か
、
中
央
通
商
店

街
の
配
置
図
や
パ
ノ
ラ
マ
写

真
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
人

た
ち
は
、
当
時
の
磐
梯
ま
つ

り
や
十
三
日
市
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
の
様
子
を
写
し
た

写
真
の
数
々
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

昭
和
の
記
憶
・
猪
苗
代

～
未
来
へ
つ
な
ぐ
写
真
展
～

ＡＬＴ紹介

山下清が本町を訪れた際の写真が並ぶ当時の人々の生活などを写した写真が展示された

カールソン・ジェシカ・ケイトリン先生
Ms. Carlson Jessica Katelyn

　猪苗代町の皆さんはじめまして。カールソン・
ジェシカ・ケイトリンです。アメリカ合衆国イリ
ノイ州出身の 23 歳です。日本に来るのは今回が
初めてです。
　大学では英語を専攻し、副専攻として日本語を
学んでいました。私は、将来翻訳者になるために
できる限り多くのことを学びたいと思っていま
す。猪苗代町はもちろん日本全国を巡り、日本の
歴史を学ぶことを楽しみにしています。

　猪苗代町に来て、自然の美しさに感動していま
す。磐梯山にも登ってみたいです。そして、皆さ
んと一緒に英語を勉強できることにとてもワクワ
クしています。
　趣味は音楽鑑賞やコンサートへ行く事、ハイキ
ングです。皆さんと早く友達になれることを楽し
みにしています。見かけたら気軽に「ハロー」や

「こんにちは」と声をかけてください。
どうぞよろしくお願いします。Thank you!

地域おこし協力隊通信

　

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
７
月
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
小
林
一
貴
、
新
潟
県

出
身
の
44
歳
で
す
。
私
は
小
さ
い

頃
か
ら
運
動
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
に
何
と
か
し
て
関
わ
れ

た
ら
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
猪
苗
代
町
で
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
に
関
わ
る
人
員
を
募
集
し
て
い

る
と
知
り
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
と
い
う
こ
と
で
応
募
し
、
移
住

に
至
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
生
涯

学
習
課
で
社
会
体
育
に
関
わ
る
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
町
で
は

現
在
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ガ
ー
ナ

共
和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
今
回
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
「
ガ
ー
ナ
共
和
国
と
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
成
功
」
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
２
年
を
切
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
活
動
で
ど
ん
ど
ん
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。　
　

　

皆
さ
ん
、
一
緒
に
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
猪
苗
代
町
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊

小林 一
か ず

貴
た か

さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：スポーツ振興

ようこそジェシカ先生

町外国語指導助手
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▼
そ
の
他　

当
日
は
昭
和
60
年
以
降
の
集
合
写
真

を
会
場
に
展
示
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

☎（
72
）０
１
８
０

町
勤
労
者
互
助
会
の

会
員
を
募
集

　

猪
苗
代
町
勤
労
者
互
助
会
は
、
町

内
の
事
業
所
で
働
く
勤
労
者
の
皆
さ

ん
の
生
活
安
定
と
労
働
福
祉
の
向
上
、

福
利
厚
生
の
増
進
な
ど
を
図
る
組
織

で
す
。
月
々
７
０
０
円
の
掛
金
で
幅

広
い
慶
事
に
給
付
で
き
る
共
済
で
、

加
入
・
請
求
手
続
き
が
簡
単
な
の
が

特
徴
で
す
。

　

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
で
き
る
人　

・
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
従
業

員
お
よ
び
事
業
主

・
町
内
居
住
者
で
、
町
外
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

▼
新
規
加
入
対
象
年
齢

15
歳
か
ら
70
歳

▼
主
な
共
済
内
容

・
給
付
金
に
よ
る
福
利
厚
生（
結
婚

祝
金
、
出
生
祝
金
、
病
傷
見
舞
金
、

住
宅
災
害
金
な
ど
）

・
施
設
入
場
券
の
会
員
価
格
で
の
販

売
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

・
福
島
県
の
労
働
者
支
援
融
資
制
度

の
紹
介

▼
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎（
62
）２
１
１
７

市
町
村
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
５
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
で
猪
苗
代
町

チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

10
月
13
日（
土
）

第
３
試
合　

午
後
２
時
30
分
試
合
開

始
予
定

▼
会
場　

相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
Ｂ
球
場

（
相
馬
市
）

▼
対
戦
相
手　

塙
町

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎（
72
）０
１
８
０

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
で
楽

し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、親
子
の
遊
び
の
教
室「
ち

び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
前
期
と
後
期
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
後
期
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、

思
い
切
り
体
を
動
か
し
た
り
、
季
節

に
合
わ
せ
た
遊
び
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
近
所
に
同
年
代
の
子
ど
も
が

少
な
い
、
転
入
し
た
ば
か
り
で
母
親

同
士
の
情
報
交
換
が
し
た
い
と
い
う

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
２
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
保
護
者
20
組（
※
以
前
参

加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
除
き
ま

す
）

▼
日
程

10
月
30
日（
火
）、
11
月
20
日（
火
）、

12
月
18
日（
火
）、
平
成
31
年
１
月

29
日（
火
）、
２
月
26
日（
火
）　

※
全
５
回

▼
時
間　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
会
場　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
締
切　

10
月
16
日（
火
）

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
採
用
町
職
員

（
資
格
免
許
職
）候
補
者

　

平
成
31
年
度
採
用
の
町
職
員（
資

格
免
許
職
：
幼
児
保
育
教
育
職
お
よ

び
保
健
師
職
）候
補
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
幼
児
保
育
教
育
職　

若
干
名

○
保
健
師
職　

若
干
名

▼
受
験
資
格

○
幼
児
保
育
教
育
職　

平
成
元
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
・
免

許
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
31
年
３

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者（
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
）

○
保
健
師
職　

平
成
元
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
お
よ
び
看
護

師
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
平
成
31
年
４
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
）

▼
試
験
の
方
法

○
期
日　

10
月
13
日（
土
）

○
場
所　

猪
苗
代
町
役
場

○
内
容　

小
論
文
試
験
と
面
接
試
験

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
領

の
交
付

１
人

▼
勤
務
条
件

　

猪
苗
代
町
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に

関
す
る
規
則
に
よ
り
ま
す
。

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
９
月
28
日（
金
）

ま
で
に
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
履
歴
書
は
税
務
課
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考　

面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
５
日（
金
）　

午
前

９
時
～

○
場
所　

町
役
場
１
階　

税
務
課

▼
雇
用
期
間

平
成
30
年
12
月
３
日
～
平
成
31
年
３

月
29
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

道
路
除
雪
臨
時
運
転
手

　

町
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
道
路

交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道

路
除
雪
臨
時
運
転
手
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

道
路
除
雪
臨
時
運
転
手　

25
人
程
度

▼
雇
用
予
定
期
間

平
成
30
年
12
月
３
日（
月
）か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日（
日
）ま
で

▼
賃
金

　

町
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。
早
朝
、

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
）し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の

表
に
「
幼
児
保
育
教
育
職（
ま
た
は

保
健
師
職
）試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
先
明
記
の
封
筒（
角
型

２
号
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
宛
先　

〒
９
６
９
︱
３
１
２
３

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
付
期
間

　

９
月
10
日（
月
）か
ら
10
月
３
日

（
水
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
10
月
３

日（
水
）必
着
と
し
ま
す
。

▼
受
付
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

税
務
課
臨
時
職
員

　

町
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員　

住
民
税
等
課
税
事
務
補
助（
主
に
所

得
税
・
住
民
税
申
告
の
受
付
事
務
）

深
夜
、
休
祝
日
出
勤
は
超
過
勤
務
手

当
あ
り
。

※
経
験
年
数
に
よ
り
基
本
賃
金
が
変

わ
り
ま
す
。

▼
採
用
条
件

　

猪
苗
代
町
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に

関
す
る
規
則
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
満
70
歳
以

下
の
健
康
な
人
で
、
大
型
特
殊
免
許

（
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
限
定
免
許

除
く
）お
よ
び
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
講
習
修
了
資
格
の
保
持
者
に

限
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
12
月
３
日
現
在
で
65
歳

以
上
の
人
は
、
除
雪
車
の
運
転
経
験

が
あ
り
即
時
運
転
お
よ
び
作
業
が
可

能
な
人
に
限
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類

・
履
歴
書（
用
紙
は
建
設
課
で
受
け

取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

・
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

修
了
証
の
写
し

・
健
康
診
断
書

▼
選
考　

　

書
類
選
考
。
た
だ
し
、
場
合
に
よ

り
面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

10
月
19
日（
金
）ま
で

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合
は
、
期

限
前
に
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

建
設
係

☎（
62
）２
１
１
８

募
　
集

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係　
　

☎（
62
）２
１
１
５

成
人
式
の
ご
案
内

　

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
新

成
人
の
人
は
11
月
９
日（
金
）ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
15
分
頃

▼
場
所　

学
び
い
な

▼
対
象　

平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
手
続
き
方
法　

　

町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
に

は
、
往
復
は
が
き
で
ご
案
内
を
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、
出
席
希
望
の
有
無

を
記
入
の
上
、
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

　

転
出
済
み
の
人
と
９
月
１
日
以
降

に
転
入
し
た
人
は
、
出
席
を
希
望
す

る
場
合
の
み
電
話
な
ど
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

福
　
祉

成
人
式

お
知
ら
せ

「ちびっこランド」で一緒に楽
しい時間を過ごしませんか



広報 猪苗代  2018-9    1819    2018-9  広報 猪苗代

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
、

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

10
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

告
　
示

・
第
22
号
「
公
共
下
水
道
の
供
用
開

始
告
示
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
24
号
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理

告
示
」 （
総
務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
25
号
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理

告
示
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
）

・
第
26
号
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理

告
示
」 （
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
）

・
第
27
号
「
指
定
特
定
相
談
支
援
事

業
所
及
び
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事

業
所
の
指
定
に
係
る
告
示
に
つ
い
て

︿
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
い
な
わ

し
ろ
﹀」（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

・
第
29
号
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理

「
町
政
出
前
講
座
」
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
「
町
政
出
前
講
座
」
を
行
政
区
ご

と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
講
座
メ
ニ
ュ
ー

①
火
山
防
災
に
つ
い
て（
磐
梯
山
火

山
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
を
含
む
）

②
猪
苗
代
湖
の
水
環
境
保
全
に
つ
い

て③
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て

④
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
別
に
つ
い

て⑤
介
護
保
険
に
つ
い
て

⑥
介
護
予
防
に
つ
い
て

⑦
地
域
支
え
合
い
づ
く
り
に
つ
い
て

⑧
認
知
症
に
つ
い
て

⑨
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

▼
申
込
方
法

　

総
務
課
備
え
付
け
の
「
町
政
出
前

講
座
申
込
書
」
に
ご
記
入
の
上
、
総

務
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
者
は
行
政
区
長
と
な
り
ま
す
。

▼
開
催
日
時

町
の
休
日
を
除
く
午
後
６
時
30
分
～

午
後
９
時
の
間
で
、
１
時
間
30
分
程

度▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

第
24
回
猪
苗
代
町
交
通

安
全
町
民
大
会
ふ
れ
あ

い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

第
24
回
猪
苗
代
町
交
通
安
全
町
民

大
会
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
エ
ア

バ
ッ
ク
体
験
の
ほ
か
、
パ
ト
カ
ー
や

白
バ
イ
の
乗
車
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
に

乗
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

９
月
29
日（
土
）　

午
後

１
時
～
午
後
４
時

※
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
の
乗
車
体
験

は
午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
猪
苗
代
店

※
雨
天
時　

学
び
い
な

▼
そ
の
他　

先
着
２
０
０
人
に
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

▼
開
催
日
時　

９
月
19
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

す
る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

・
第
41
号
「
町
道
の
供
用
開
始
に
関

す
る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

公
　
告

・
第
12
号
「
平
成
30
年
度
猪
苗
代
町

の
発
注
予
定
工
事
情
報
」（
企
画
財

務
課
財
務
係
） 

・
第
13
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
１
号
）」（
税

務
課
収
納
係
）

・
第
14
号
「
平
成
31
年
度
猪
苗
代
町

職
員
（
大
卒
程
度
、
短
大
卒
程
度
）

採
用
候
補
者
試
験
」（
総
務
課
行
政

管
理
係
） 

・
第
15
号
「
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）

処
理
基
本
計
画
」（
町
民
生
活
課
環

境
係
）

・
第
16
号
「
平
成
30
年
４
月
分
「
農

地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員
会

農
地
係
）

・
第
17
号
「
不
動
産
等
の
最
高
価
申

込
者
決
定
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
18
号
「
平
成
30
年
５
月
分
「
農

地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員
会

農
地
係
） 

・
第
19
号
「
平
成
31
年
度
猪
苗
代
町

職
員
（
高
校
卒
程
度
）
採
用
候
補
者

試
験
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
）

  ※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
︑
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

相
　
談

告
示
」（
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
）

・
第
30
号
「
猪
苗
代
町
人
工
透
析
患

者
通
院
交
通
費
補
助
事
業
実
施
要
綱

の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱 

」（
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

・
第
31
号
「
猪
苗
代
町
自
立
支
援
医

療
費
（
育
成
医
療
）
支
給
認
定
実
施

要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
」（
保

健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
） 

・
第
32
号
「
猪
苗
代
町
障
が
い
者
自

立
支
援
協
議
会
設
置
要
綱
の
一
部
を

改
正
す
る
要
綱
」（
保
健
福
祉
課
社

会
福
祉
係
） 

・
第
33
号
「
猪
苗
代
町
認
知
症
総
合

支
援
事
業
実
施
要
綱
」（
保
健
福
祉

課
高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
34
号
「
猪
苗
代
町
高
齢
者
見
守

り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
交
付
事
業
実
施
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
35
号
「
猪
苗
代
町
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
実
施
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

・
第
36
号
「
猪
苗
代
町
総
合
健
康
診

査
等
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る

要
綱
」（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り

係
）

・
第
37
号
「
猪
苗
代
町
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
及
び
抗
体
検
査
助
成
事
業

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

・
第
38
号
「
分
任
出
納
員
の
告
示
に

つ
い
て
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
39
号
「
町
道
路
線
変
更
に
関
す

る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

・
第
40
号
「
町
道
の
区
域
変
更
に
関

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

出
前
講
座

　町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告を
募集しています。事業所の宣伝、広告などにぜ
ひご活用ください。手続きや料金など、詳しく
は下記にお問い合わせください。
 ㉄総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中

なりすまし詐欺に注意

　県内のなりすまし詐欺の被害が増加しています。被害に遭
わないよう、怪しい電話などがあった場合には、すぐに警察
や消費生活センターなどに相談しましょう。
●詐欺の特徴
　家族や警察、銀行員や地方公共団体職員などになりすまし、
電話などを通してお金をだまし取る手口です。
●対処方法
　電話で現金の送付や振込みを要求してきたら、詐欺を疑い
ましょう。高額な請求に対しても、慌てて現金やカードを用
意せず、まずは警察や消費生活センターまたは家族に相談し
ましょう。
●相談先
　消費者ホットライン　 ☎ 188
　県消費生活センター　☎ 024（521）0999　
　警察総合相談　☎＃ 9110
　福島県警察安全相談室　☎ 024（525）3311

交
通
安
全
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

町民生活課よりお知らせ

●「いなわしろ聖苑」火葬炉の修繕工事のお知らせ
　「いなわしろ聖苑」火葬炉の修繕工事を９月 28 日（金）から 10 月４日（木）の間で行います。この間、
使用できる火葬炉が２基から１基となり、火葬受け付けも１日４回から２回になります。また、こ
の期間中の受け付けは町民の方のみとさせていただきます。
　ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

●ごみの野焼きはやめましょう
　廃棄物（ごみ）を屋外で燃やす行為（野焼き）は、平成 13 年４月から「廃棄物の処理及び清掃に
関する法律」で原則として禁止されています。
　野焼きは苦情の原因になるだけでなく、ダイオキシン類などの猛毒の有害物質が発生しますので、
ごみは正しく分別して指定された日にごみ収集場所へ出してください。

　地面で直接焼却する場合だけでなく、ブロック囲いやドラム缶などでの焼却も禁止されています。

　　　　　　　　　　　　野焼き禁止の例外

①農業、林業を営むため、やむを得ないものとして行われるもの
　（例：あぜ草の焼却など）
②風俗習慣上、または宗教上の行事を行うもの
　（例：祭の神などによるしめ縄の焼却など）
③災害の予防、応急対策または復旧のために必要なもの
　（例：火災予防訓練、災害時の暖を取るたき火など）
④国等公共団体がその施設の管理を行うために必要なもの
　（例：河川敷の草焼きなど）
⑤イベントなどによるもの
　（例：キャンプファイヤーなど）

　例外とされた行為であっても、むやみに燃やしてよいということではありません。焼却する周囲
の状況、気象条件、燃やす量、時間帯などくれぐれも注意して、必要最小限で行ってください。
　家庭から出る紙やビニール袋など日々の生活により排出されるごみは、例外とは認められません
ので、処理基準違反として指導の対象になります。

●問い合わせ先　
　町民生活課　環境係　☎（62）2114

猪苗代消防署からのお知らせです

●火災が多発しています。火の取り扱いに注意！
　会津若松地方広域圏消防組合管内では、今年度に入り火災が多数発生しており、死傷者も出てい
ます。
　火災はほんの少しの不注意から発生します。火の取り扱いには十分注意し、「火の用心」を心が
けましょう。
【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】－３つの習慣・４つの対策－

○３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○４つの対策

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
・お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

●農作業時の事故を防止しましょう
　稲刈りなどの季節を迎え、農作業を行う機会が増えてきました。農作業を行う際は、けがの無い
よう十分に注意しましょう。

●問い合わせ先　
　猪苗代消防署　☎（62）4433

◆倒れた農機具の下敷きになり、周りに人がいなく助けを呼ぶことができなかったため、命を落と
してしまう事故が多くあります。農機具の転倒には十分気を付け、誰かと一緒に作業するようにし
ましょう。

◆コンバインに稲わらが詰まった際に、稲わらを取ろうとして機械が止まる前に回転部に手を入れ、
けがを負う事故もあります。安全を確認してから機械に触れるようにしましょう。

　どんなに注意しても事故が起こってしまうかもしれません。万が一事故が発生してしまったら、
冷静に 119 番通報をしましょう。
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猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 30 年７月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！高齢者宅を狙った不審電話
が増えています。話の中で、お金の手渡し・振り込み
の指示があったときは、すぐに家族や知人か警察（110
番）に相談してください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 30 年 平成 29 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 41 26 15 57.7
磐 　 梯 　 町 5 7 -2 -28.6
裏 　 磐 　 梯 7 10 -3 -30.0

　　　計 53 43 10 23.3

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
30 年 29 年 30 年 29 年 30 年 29 年

窃盗犯計 32 17 2 6 5 9
空き巣
金庫破り 2 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 3
倉庫荒らし 2 1
侵入盗その他 6
置引き 4
車上ねらい 2 3
部品ねらい 3
脱衣場ねらい 2 1
自販機ねらい 5 1
万引き 3 1 1
職場ねらい 2 1 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 3 1 1 2
非侵入盗その他 4 1 2 2
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 3 3
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 3 2 1
詐欺・横領 2 1

遺失物等横領
器物損壊 2 5 3 1 1

その他の刑法犯 2 1 1
総　計 41 26 5 7 7 10
増　減 15 -2 -3

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 15 31 3 8 2 0
増　　減 -16 -5 2

９月 11 日～ 10 月末の窓口業務延長日は
９月 18 日、10 月９日、10 月 23 日です編

集
後
記
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

町の人口

 30 年８月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,243 人
　　世帯数　　　  4,980 戸
　　出生　  8 人　  転入　 75 人
　　死亡　16 人  　転出　 77 人

   今月の納期
（納期限 10 月１日）

●国民健康保険税

 　　　　　　　  第３期分

●介護保険料  第３期分

●後期高齢者医療保険料

 　　　　　　　  第２期分

●上下水道使用料  ９月分

　あいづ健康ふれあい
　フェスタ 2018

　住民の皆さんとのふれあいを通し
て、一人一人の健康への意識を高め
ていただくことを目的とし、あいづ
健康ふれあいフェスタを開催しま
す。
●日時　10 月 27 日（土）　午前 10
時から午後３時まで
●場所　会津医療センター（会津若
松市河東町谷沢字前田 21-2）
●主な内容　医療体験コーナー、地
元団体によるダンス・合唱などのス
テージイベント、健診コーナー、ド
クターヘリ展示（予定）

（救急業務が発生した場合中止の可
能性あり）
㉄あいづ健康ふれあいフェスタ実行
委員会（会津医療センター経営企画
室）
☎（75）2242 

　創立 40 周年猪苗代支援
　学校 「 いなっ子まつり」

　本校は今年度、地域の皆さんに支
えられ創立 40 周年を迎えました。
この記念の年に日ごろの学習の成果
を発表する場として「創立 40 周年
いなっ子まつり」を開催します。
　ステージ発表のほか、児童生徒の
作品展、作業学習製品の販売コー
ナーなど、盛りだくさんの内容です。
　地域の皆さんと一つになり、楽し

い「いなっ子まつり」をつくり上げ
たいと思います。皆さんのご来場を
お待ちしています。
●日時　10 月 13 日（土）
・オープニング　
　午前９時 5 分～午前９時 15 分
・ステージ発表
　午前９時 15 分～午前 11 時 5 分
・作品展
　午前９時 15 分～午後０時５分
・製品販売
　午前 11 時５分～午後０時５分
・外部団体との交流
　午後１時５分～午後１時 35 分
・表彰およびフィナーレ
　午後１時 40 分～午後２時５分
●場所　県立猪苗代支援学校
㉄県立猪苗代支援学校　
☎（65）2151

ふ く し ま お さ か な フ ェ ス
ティバル in 猪苗代を開催
します

　福島県産水産物のおいしさを楽し
める「ふくしまおさかなフェスティ
バル in 猪苗代」を次のとおり開催
します。家族皆さんでおいでくださ
い。
●日時　９月 16 日（日）　午前 10
時から午後３時まで
●場所　アクアマリンいなわしろカ
ワセミ水族館、緑の村、県内水面水
産試験場
●内容　
○郷土の魚料理の振る舞い
○魚の販売
○おさかなクラフト体験

○魚のつかみどり
○ふくしまボンガーズやジャンガ
ラーなどによるステージショー　な
ど
●その他　昨年度まで開催していた
県内水面水産試験場参観デーと同時
開催になります。アクアマリンいな
わしろカワセミ水族館の入館料が無
料になります。
㉄県水産課
☎ 024（521）7376

　全国一斉！法務局休日
　相談所を開設します

　法務局では、不動産・商業登記の
手続きや遺産相続など、日常生活で
のさまざまな心配事、困り事の相談
を下記日程でお受けします。相談は、
司法書士、土地家屋調査人、公証人、
人権擁護委員および法務局職員が応
じます。お気軽にご相談ください。
●日時　10 月７日（日）　午前 10
時から午後４時まで
●場所　福島地区「福島地方法務局

（福島合同庁舎）」
●その他　秘密厳守・相談無料
※相談は予約制です。
㉄福島地方法務局　総務課
☎ 0245（34）1983

　多重債務・貸金業に
　関する相談窓口　

　財務省福島財務事務所では次のよ
うな相談を受け付けています。秘密
厳守、相談無料です。一人で悩まず
お気軽にご相談ください。
・返済しきれない借金に関すること
・貸金業者や、いわゆる「ヤミ金融」
業者に関する情報
・不正に利用されている預貯金口座
に関すること
●受付時間　月曜日～金曜日　午前
８時 30 分～正午、午後１時～午後

４時 30 分
㉄財務省福島財務事務所　理財課
☎ 024（533）0064（多重債務相談窓
口専用）
　

　若者の就職を支援します

　会津地域若者サポートステーショ
ンは「働く」へ踏み出し始めた、ま
たは就職活動をすでに始めているも
のの、「働くこと」に対して悩みや
課題を抱えている若者（15 ～ 39 歳）
をサポートする厚生労働省委託の就
労総合相談窓口です。
　無料で利用できますので、お気軽
にお問い合わせください。
●主な支援プログラム
個別相談、職場体験、各種講座（パ
ソコン、ビジネスマナー、コミュニ
ケーション、職業人講話など）、応
募書類添削、面接練習
㉄会津地域若者サポートステーショ
ン
①月～金曜日　午前９時～午後６時

（木曜日のみ午後７時まで）
②土曜日　午前 10 時～午後４時
☎（32）0011

　障害者就職面接会開催

　就職希望の障害者と求人企業が一
堂に会し、数多くの面接の機会を確
保し、障害者の雇用の促進を図るこ
とを目的とした「障害者就職面接会」
を開催します。
●日時　10 月 24 日（水）
午後１時 30 分～午後３時 30 分
●場所　会津アピオスペース　展示
ホール
●参加予定企業　約 30 社（予定）
●申込先　下記の問い合わせ先
※当日参加も可能です。
㉄ハローワーク会津若松　専門援助
部門　
☎（26）3333（部門コード：45 ＃）

相　　談

催　　し

就職支援
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【材料】４人分
・大根  150㌘・ニンジン  150㌘・キュウリ  １本・オリー
ブオイル  小さじ２・カレー粉  小さじ１・みりん  小さじ２・
粉チーズ  小さじ１・粗びきこしょう  少々

【作り方】
①大根とニンジンを５㌢くらいの拍子切りにし、やわらか
く茹でます。キュウリも同じ大きさに切ります。
②カレー粉とみりんを合わせます。
③フライパンにオリーブオイルを入れ、茹でた大根、ニン
ジンを入れ、中火で炒めます。焼き目が少しついたらキュ
ウリを入れ、②を加えてさらに炒めます。
④全体に火が通ったら粉チーズを入れ、粗びきこしょうで
味を整えます。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 230㌔㌍、塩分 0.4㌘

大根とニンジンの
カレーチーズ炒め
（減塩対策メニュー）

■一口メモ■
　カレー粉の辛さと香りが味にメリハリをつけます。また、チーズの塩味を生かすことで、塩を使わなくて
もおいしくいただけます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 255

工作「ロケット」

宇宙をロケットが飛行していま
す。ロケットの帽子のような部
分を工夫して作りました。ロ
ケットの中には宇宙飛行士が
乗っています。

髙橋　留
る

愛
あ

さん（３年）

「犬とどうぶつえんへいっ
たよ」

家で飼っている犬と一緒に動
物園に行きました。私（左側の
女の子）が着ている服や右側の
ケーキに小さいビーズを付けた
ところを工夫しました。

菅沼　煌
き ら り

梨さん（２年）

みんなの美術館
９月は長瀬小学校のお友達の作品ですOur  MuseumOur  MuseumOur  Museum

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


